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南ウェールズの世界遺産ビッグ・ピット Big Pit ― 炭坑の歴史と国立石炭博物館
のマネジメント
　南ウェールズのブレナヴォン Blaenavon 産業遺産群が、2000 年にユネスコから世界遺産の指定を受けた。この中で、主要なものは、
炭坑遺産としてのビッグ・ピット Big Pit とブレナヴォン製鉄所である。私は共同研究者とともに、2011 年に大学院研究科長の特別
研究費の助成を受けて、この世界遺産を訪れ、視察・調査を行った。この論文では、特にビッグ・ピットに焦点を当てて、炭坑の立地・
歴史、炭坑で働いた人々の姿、国立石炭博物館の遺跡建物とマネジメント、などを概観し、分析する。
　Blaenavon Industrial Landscape in South Wales was designated as a World Heritage Site by UNESCO in 2000.The most important 
industrial heritages  of this site are Blaenavon Ironworks and Big Pit.In 2012 I visited  this site with my colleagues and surveyed the 
industrial heritage of colliery and ironworks.This paper, focusing on Big Pit, describes the  history of the colliery and the life of the people 
who worked there, and discusses the  buildings and management of Big Pit as National Coal Museum.
はじめに
　19 世紀末、ウェールズは世界で最も主要な石炭産出国


















































拠している。1870 年〜 1913 年の間、年間採炭量は
200 〜 300 万トンだった。しかし、産業は次第に衰退し、
1974 年には 2 つの深い炭坑のみが残って採掘をしてい
た。Point of Ayr が北ウェールズ最後の炭坑で、1996
年に閉山した。
　 南 ウ ェ ー ル ズ の 炭 坑 は、 東 は ポ ン テ ィ プ ー ル
Pontypool から、西は St.Bridges Bay の東まで広がっ
ている。それは、長さおよそ 90 マイル、幅は一番広いと
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代だった。1913 年には、炭坑は 5700 トンという最高
値に至り、23 万 2800 人の労働者が、620 の炭坑で働
いていた。しかし、1920 年代の初めから、長い不況に





























　1787 年に英国中部からやってきた 3 人のビジネスマ
ンが現在ブレナヴォンとなっている土地を、地主であるア


















　1896 年に 528 人がガス用、家庭用、ボイラー用の石
炭を生産するために雇われていた。1908 年には、労働























































































　1842 年には、炭坑労働者は、1 日あたり 12 時間
働いていた。1890 年にはおよそ 10 時間に減った。
1908 年の 8 時間労働時間法が通った後は、炭坑では月
曜日から金曜日まで 8 時間労働のシフトを５つ、土曜日
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ガイドブック（National Coal Museum（2005）, Big 




















































































　 な お、 火 薬 庫 の 近 く に 再 建 さ れ た 水 衡 機 water 
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料となった。ウェールズ国民議会 the Welsh Assembly 
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Government の援助によって無料化されたのである。こ
のことによって、ビッグ・ピット、ブレナヴォン製鉄所を
主要な構成要素とするこの地域を訪れるビジターの数も次
第に増えていくのではないだろうか。無料化は、ひとつの
文化政策の展開として、意義深いことと思われる。
　このように、ビッグ・ピット石炭博物館には、日本の産
業遺産の保存・展示、マネジメントに関して、参考になる
点が多々あると思われる。
（この研究報告は、平成 23 年度文化政策研究科長特別研
究「産業遺産の利活用による地域振興戦略について：イギ
リス・アイルランド・ベルギーの事例を題材に」の研究成
果の一部をなすものである。）
